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その他の内訳 特別調整交付金 548 千円 

預金利子 212 千円 

雑入  91 千円 

【平成２９年度一般会計決算状況】

１ 総 括 

平成２９年度予算は、埼玉県後期高齢者医療広域連合の運営、管理に必要な各経費を主に計上しており、一般会計歳入歳出予算額は最

終的に１６億４，４５３万１千円となりました。

また、一般会計歳入歳出決算額は歳入が１６億４，４２４万１千円であったのに対し、歳出は１６億２，４００万５千円であり、歳入

歳出差引額は２，０２３万６千円となっております。平成２９年度は、翌年度に繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額等は

ありませんので、実質収支額も同額となります。

２ 歳 入 

構成市町村からの共通経費負担金が１６億４９０万２千円で、歳入全体の９７．６１％、前年度繰越金が３，８４８万８千円で同

２．３４％、その他の収入額が８５万１千円で同０．０５％となっております。

単位：千円 
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３ 歳 出 

 目的別では、民生費が１２億９，８２８万９千円で、歳出全体の７９．９４％、総務費が３億２，４９８万１千円で同２０．０１％、議会

費が７３万５千円で歳出全体の０．０５％となっております。

性質別では、繰出金が１２億９，８２８万９千円で、歳出全体の７９．９４％、補助費等が２億６，７７７万７千円で同１６．４９％、物

件費が３，８８０万５千円で同２．３９％、人件費が１，９１３万４千円で歳出全体の１．１８％となっております。

歳出の目的別内容 

議会費 ８月に臨時会、１０月と２月に定例会、計３回の議会

を開催し、広域連合の条例、予算案等を審議しました。

総務費  広域連合の運営や事務処理を円滑に執行しました。

民生費 後期高齢者医療制度事業に係る事務経費を特別会計

に繰出しました。

歳出の性質別内容

人件費  議員報酬、非常勤職員報酬及び各種審議会等の委員

報酬

物件費  各種の委託契約に係る経費や物品の購入費用等

補助費等 職員の派遣元自治体に支出している負担金や各種団

体への負担金

繰出金  一般会計から特別会計への繰出金

単位：千円 

単位：千円 
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【一 般 会 計】

主 要 施 策 の 成 果
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議会費

細節 金額(千円）

総務課

01 報酬 議員報酬 235

09 旅費 費用弁償 9

消耗品費 1

食糧費 5

13 委託料 会議録作成委託料 388

議会会場使用料 92

事務機器賃借料 5

計 735

総務費

細節 金額(千円）

総務課

08 報償費 高齢者医療懇話会報償金 386

11 需用費 食糧費 2

通信運搬費 45

高齢者医療懇話会保険料 4

13 委託料 会議録作成委託料 119

14
使用料及び
賃借料

会議室使用料 7

計 563

総務課

01 報酬 非常勤職員報酬 16,145

04 共済費 社会保険料 2,693

13 委託料 健康診断委託料 36

計 18,874

総務課

13 委託料 財政分析委託料 1,836

計 1,836

総務課

19
負担金、補助
及び交付金

事務局職員給与等負担金 267,253
事務局職員34名の給与等相当分に係る負担金を支払った。

計 267,253

役務費

懇話会を4回開催し、保険料率改定や保険事業実施計画改定など、後期高齢者医療
制度の円滑かつ適正な運営について、広く関係者の意見を聴いた。

事務局職員給与等負担金

予算現額：270,000千円

財政状況分析、財務諸表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資
金収支計算書）の作成を行った。

財政分析事業

予算現額：1,890千円

非常勤嘱託員雇用事業

予算現額：20,956千円

11 需用費

節

定例会２回及び臨時会１回を開催し、１２議案の審議、審査を行った。

執 行 額
事 業 の 概 要

14
使用料及び
賃借料

広域連合議会運営事業

予算現額：1,284千円

職員の事務補助のため一般事務補助員7名、保健事業の推進のため保健師1名の嘱託
員を雇用した。

後期高齢者医療懇話会開催事業

予算現額：813千円
12

課名・事業名

【一般会計】主要施策の成果

事 業 の 概 要
執 行 額

節

課名・事業名
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平成２９年度後期高齢者医療事業特別会計決算状況
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【平成２９年度後期高齢者医療事業特別会計決算状況】

１ 総 括 

 平成２９年度予算は、医療給付費等に係る予算を中心に計上しており、特別会計歳入歳出予算額は最終的に６，８３８億２，７２４万１千円

となりました。

また、特別会計歳入歳出決算額は歳入が６，９３３億８，６３４万円であったのに対し、歳出は６，７７４億２，６４９万８千円であり、歳

入歳出差引額は１５９億５，９８４万２千円となっております。平成２９年度は、翌年度に繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額

等はありませんので、実質収支額も同額となります。

２ 歳 入 

 支払基金交付金が２，７６７億３，４０９万９千円で、歳入全体の３９．９１％、国庫支出金が２，１２６億６，７８２万８千円で同３０．

６７％、市町村支出金が１，２６２億１，４１８万円で同１８．２０％、県支出金が５４４億５，１０５万５千円で同７．８５％、前年度繰越

金が１４９億５，４１０万５千円で同２．１６％、繰入金が７１億４５４万５千円で同１．０３％、その他が１２億６，０５２万８千円で同０．

１８％となっております。

※その他の内訳 特別高額医療費共同事業交付金  237,971 千円 
諸収入  1,022,289 千円 
財産収入 268 千円

単位：千円
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３ 歳 出 

 保険給付費が６，５８２億，９５万９千円で歳出全体の９７．１６％を占めており、諸支出金が１１２億５，３６３万１千円で同１．６６％、

基金積立金が３９億３３３万４千円で同０．５８％、保健事業費が２５億２，２２６万７千円で同０．３７％、総務費が１３億４，０８７万３

千円で同０．２０％、その他が２億５４３万４千円で同０．０３％となっております。

単位：千円

※その他の内訳 特別高額医療費共同事業拠出金 205,434 千円
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【後期高齢者医療事業特別会計】

主 要 施 策 の 成 果
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総務費  

細節 金額(千円）

総務課

13 委託料
電算処理システム機器保
守管理等委託料

237,272

14
使用料及び
賃借料

広域連合システム機器等
賃借料

51,617

計 288,889

保険料課

11 需用費 印刷製本費 11,667

計 11,667

保険料課

13 委託料
被保険者証作成等業務委
託料

61,141

計 61,141

給付課

13 委託料
電算処理システム運用業
務委託料

186,650

計 186,650

給付課

13 委託料 レセプト点検委託料 91,372

計 91,372

給付課

13 委託料
医療費通知作成業務委託
料

94,540

計 94,540

給付課

13 委託料 損害賠償求償事務委託料 17,674

計 17,674

給付課

13 委託料
ジェネリック医薬品利用
差額通知業務委料

15,413

計 15,413

レセプト点検事業

予算現額：92,060千円

医療給付費の適正化を図るため、診療報酬明細書等（レセプト）の内容点検業務を
委託により実施した。

後期高齢者医療に関する医療費
通知事業

予算現額：96,768千円

適正受診の促進及び医療機関からの不正請求防止のため、医療費通知の作成等の業
務を委託により実施した。
（3回送付　計2,823,779通）

後期高齢者医療に関する電算処
理システム運用事業

予算現額：189,108千円

広域連合の電算処理システムの円滑な運用を図るため、資格管理業務、賦課業務、
収納業務、給付業務に係る運用業務を委託により実施した。

印刷製本事業

予算現額：15,198千円

電算機器運用・維持管理事業

予算現額：298,644千円

事 業 の 概 要
執 行 額

被保険者証作成等業務委託事業

予算現額：66,863千円

年次一斉更新のための被保険者証の作成及び封入・封かんとあわせ、市町村が使用
する年齢到達者用の被保険者証、封筒等を作成した。
一斉更新用被保険者証（85.0万部）、年齢到達者用被保険者証（24.9万部）

後期高齢者医療電算処理システム（標準システム）の機器類（サーバ・端末・プリ
ンタ等）の機器調達・保守・運用管理、セキュリティの業務を行った。

課名・事業名

後期高齢者医療制度の広報・周知用印刷物を作成した。
被保険者証交付時用ミニガイド（103.5万部）、保険料納付通知書送付時用リーフ
レット（108.8万部）、被保険者証更新周知用ポスター（1万枚）、平成30・31年度
保険料改定に伴う広報パンフレット（43.5万部）

ジェネリック医薬品利用差額通
知事業

予算現額：15,876千円

医療給付費の適正化を図るため、ジェネリック医薬品利用差額通知の作成及び発送
等の業務を委託により実施した。
（1回送付　計87,019通）

【後期高齢者医療事業特別会計】主要施策の成果

節

損害賠償求償事業

予算現額：17,674千円

交通事故等の第三者行為に係る医療費を請求するため、損害賠償求償事務を委託に
より実施した。
件数割（551件 × @1,600円）　求償割額（671,691,984円 × 2.5%）
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保険給付費 　

細節 金額(千円）

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

療養給付費等 645,297,097

計 645,297,097

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

訪問看護療養費 2,512,228

計 2,512,228

給付課

13 委託料 審査支払委託料 1,445,866

計 1,445,866

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

高額療養費 6,111,600

計 6,111,600

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

高額介護合算療養費 665,238

計 665,238

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

葬祭費 2,168,930

計 2,168,930

保健事業費 　

細節 金額(千円）

給付課

13 委託料 健康診査委託料 2,062,004

計 2,062,004

給付課

13 委託料 歯科健康診査委託料 60,955

計 60,955

歯科健康診査事業
　
予算現額：86,306千円

埼玉県歯科医師会への業務委託により、前年度75歳年齢到達者を対象に歯科健康診
査を実施した。（受診者数：8,649人　受診率：9.6％）

執 行 額
事 業 の 概 要

健康診査事業
　
予算現額：2,299,430千円

被保険者の健康保持・増進のため、各市町村への業務委託により健康診査を実施し
た。（平成30年3月末時点　受診者数：257,795人　受診率：32.9％）
　　（平成30年9月末時点確定　受診者数：265,956人　受診率：34.0％）

訪問看護療養費支払事業

予算現額：2,552,040千円

被保険者が安心して訪問看護を受け続けるため、被保険者が居宅において、訪問看
護ステーションの看護師等から訪問看護を受けた場合の訪問看護療養費を支払っ
た。

高額療養費支給事業

予算現額：6,119,478千円

被保険者の負担軽減のため、１か月間に支払った一部負担金の合計が自己負担限度
額を超えた場合、申請により自己負担限度額を超えた金額を高額療養費として支給
した。

診療報酬明細書等審査支払事業

予算現額：1,467,016千円

高額介護合算療養費支給事業

予算現額：667,881千円

適正な医療費を支払うために、保険医療機関等から請求のあった診療報酬明細書等
（レセプト）について請求内容の審査事務及び診療報酬等支払事務を委託により実
施した。
（審査支払手数料 25,045,010件×@57円
　レセプトオンライン請求システム手数料  24,400,601件×@0.75 円）

被保険者の負担軽減のため、１年間（８月１日～翌年７月３１日）に支払った医療
保険と介護保険の自己負担額を合算し、限度額を超えた場合、申請により限度額を
超えた金額を高額介護合算療養費として支給した。

療養給付等支払事業

予算現額：651,187,923千円

被保険者が安心して医療を受け続けるため、審査を経た保険医療機関等からの診療
報酬明細書等（レセプト）に基づき、診療報酬等を支払った。

課名・事業名

課名・事業名
執 行 額

事 業 の 概 要
節

葬祭費支給事業

予算現額：2,207,550千円

葬祭費用を補助するため、被保険者が死亡した場合、申請により葬祭執行者に対し
て葬祭費を支給した。（葬祭費43,378件×@50,000円、1件×29,543円）

節
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

人　口 (人) 7,294,490 7,300,965 7,303,019 7,305,086 7,305,660 7,306,293 7,307,579 7,310,177 7,310,632 7,310,697 7,309,416 7,308,198

被保険者数 (人) 819,355 821,943 824,737 828,383 832,429 836,286 839,905 843,105 845,522 850,626 854,601 859,418

人口に占める
被保険者の
割合 (％)

11.23 11.26 11.29 11.34 11.39 11.45 11.49 11.53 11.57 11.64 11.69 11.76

注：人口は、埼玉県推計人口（毎月１日現在）による。
　　被保険者数は、広域連合の事業状況報告書Ａ表（毎月月末現在）による。
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7,200

7,300

7,400

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（
単
位

千
人
）

被保険者数

（
単
位

千
人
）

人口 埼玉県の人口と被保険者数の推移

人 口 (人)

被保険者数 (人)

10.90

11.00

11.10

11.20

11.30

11.40

11.50

11.60

11.70

11.80

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

％ 人口に占める被保険者の割合
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○医療給付費の支給状況 

件数：２６，５４２，８３３件(レセプト件数・支給件数)  総額：６５４，５８６，１６３，４８３円  一人当たりの給付費：７８４，４９５円 

○高額療養費の支給状況（再掲） 

  件数：９４２，４９２件  総額：６，１１１，６００，４８９円（1件当たり：約６，４８５円） 

○高額介護合算療養費の支給状況（再掲） 

  件数：４５，８４９件   総額：６６５，２３７，８１２円（1件当たり：約１４，５０９円） 

○移送費の支給状況（再掲） 

  件数：０件  総額：０円（１件当たり：０円） 

○葬祭費の支給状況 

件数：４３，３７９件  総額：２，１６８，９２９，５４３円 

○保健事業の実施状況 

健康診査受診者数：２６５，９５６人  受診率：３４．０％  

歯科健康診査受診者数：８，６４９人  受診率： ９．６％ 

 

<参考>市町村における保険料収納状況 

 

 

 

 

 

 

 

※ 収納額により算出 後期高齢者医療事業状況報告書(事業年報)B表(1)から 

 

現年度分 

 割合※ 調定額（円） 収納額（円） 収納率 

特別徴収 58.2% 36,218,481,800 36,218,481,800 100.00% 

普通徴収 41.8% 26,407,460,700 25,973,775,637 98.36% 

計 100.0% 62,625,942,500 62,192,257,437 99.31% 

滞納繰越分  788,837,782 269,721,762 34.19% 

合  計  63,414,780,282 62,461,979,199 98.50% 

<参考>低所得者への軽減状況      

  軽減判定所得区分(世帯) 被保険者数(人) 軽減額(円) 

均等割 9 割軽減 33 万円以下で､世帯の被保険者全員が年金収入８０万円以下かつその他の各種所得がない 180,199 6,824,136,130 

均等割 7(8.5)割軽減 33 万円以下 140,842 5,036,509,920 

均等割 5割軽減 33 万円＋(27×被保険者数）万円 以下 73,368 1,543,662,720 

均等割 2割軽減 33 万円＋(49×被保険者数）万円 以下 93,817 789,939,140 

均等割 5(7)割軽減(被扶養) 制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった者 35,307 1,039,791,150 

所得割 2割軽減 旧ただし書所得 58 万円以下 87,319 428,751,130 

(  )内は実際の軽減割合   出納閉鎖直前の賦課状況(月次調定集計表)から  Ｈ２９現年度分のみ 
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○後期高齢者医療費等に係る決算状況 
特別会計決算の中で、後期高齢者医療制度の事務執行に係る経費を除いた療養の給付費等に要する費用や保険料を財源として執行した事業費

等の決算状況（後期高齢者医療費等に係る決算状況）を別にとりまとめました。 
 
医療費等に係る歳入については、全体で６，９２０億８，８０５万２千円となっており、その内訳は支払基金交付金（現役世代からの支援金）

が２，７６７億３，４０９万９千円で医療費に係る歳入全体の３９．９８％、国庫負担金（高額医療費負担金含む）が１，６２９億６，６２７

万９千円で同２３．５４％、保険料負担金（市町村で徴収した保険料）が６２９億３３８万１千円で同９．０９％、市町村からの療養給付費負

担金が５１６億９，７９４万６千円で同７．４７％、埼玉県からの療養給付費負担金（高額医療費負担金含む）が５４４億５，１０５万５千円

で同７．８７％、国からの調整交付金が４６３億３，９８８万円で同６．７０％、前年度繰越金が１４９億５，４１０万５千円で同２．１６％、

保険基盤安定負担金が１１６億１，２８５万４千円で同１．６８％、保険料減額措置等に係る保険料補てん分の交付金が３０億３，３６７万円

で同０．４４％、保険給付費支払基金の取崩し額が５８億６２５万６千円で同０．８４％、健康診査事業に係る補助金が２億７，４７０万４千

円で同０．０４％、その他１３億１，３８２万３千円で同０．１９％となっております。 
 
医療費等に係る歳出については、全体で６，７６０億８，５６２万５千円となっており、その内訳は療養給付費（訪問看護費、高額療養費な

ど含む）が６，５４５億８，６１６万３千円で医療費に係る歳出全体の９６．８２％、償還金が１１１億３，４９０万６千円で同１．６５％、

基金積立金（保険給付費支払基金）が３９億３３３万４千円で同０．５８％、葬祭費が２１億６，８９３万円で同０．３２％、健康診査事業に

要する費用（健康相談訪問指導に要する経費を含む）が２１億２，８９４万１千円で同０．３１％、審査支払手数料が１４億４，５８６万６千

円で同０．２１％、長寿・健康増進事業に要する経費が３億９，３３２万６千円で同０．０６％、その他が３億２，４１５万９千円で同０．０

５％となっています。 
 
 なお、これらについて図に表したものが次ページ「平成２９年度 埼玉県後期高齢者医療費等に係る歳入歳出決算の概要」であります。 
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①歳入（後期高齢者医療費等に係る収入） 億円
(F) 繰越金
149 億円 2.1%

(A) 国庫負担金 (B) 調整交付金(C) 県負担金 (E) 支払基金交付金　(現役世代からの支援金)

116 億円 1.7%
1,630 億円 463 億円 545 億円 517 億円 2,767 億円 億円

(H) 保険料軽減補填
31 億円 0.4%

(I ) 健診事業補助金
2 億円 0.0%

実績見込 実績見込 実績見込 実績見込 実績見込 (J) 第三者納付金等
1,558 億円 463 億円 539 億円 509 億円 2,760 億円 13 億円 0.2%

58 億円 0.8%

②歳出　（後期高齢者医療等に係る支出） 億円 (N) 償還金

111 億円 1.6%

(M) 療養の給付等に要する費用 39 億円 0.6%
（療養給付費・訪問看護費・高額療養費・高額介護合算療養費など）

保険料充当分 4 億円 0.1%
6,546 億円 億円

(Q) 審査支払手数料等
14 億円 0.2%

保険料充当分 (R) 葬祭費
億円 22 億円 0.3%

(S) 健康診査事業費

③決算剰余金 21 億円 0.3%

歳入（ 億円） － 歳出（ 159 億円 (Ｔ) その他
3 億円 0.1%

決　　算　　額 　実 績 見 込 額 返還予定額
国庫負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
県負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
市町村負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
支払基金交付金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
健診事業補助金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
調整交付金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
円滑運営臨時特例交付金 億円 － 億円 ＝ 億円

億円

④保険給付費支払基金積戻額
◎決算剰余金（ 159 億円） － 返還　・　追加予定差引合計額（ 91 億円） 　＝ 68 億円 （歳出に対して 1%) ※金額は億円単位としているため、

実際の決算額とは一致しません。

(K) 保険給付費支払基金繰入金

億円

10,141,627,638 & 3,193,973,051

30 29 1 0
計 94 3 億円

2 2 0 0 億円
463 463 0 0 億円

2,767 2,760 7 0 億円
517 509 8 2 億円

億円
545 539 6 1 億円

6,920 6,761 億円）＝

追加予定額
1,630 1,558 72 0

56

対象額の３/１２ 対象額の１/１２ 対象額の１/１２ 対象額の４/１０、現役並み被保険者分

6,761

(O) 保険給付費支払基金積立金

(P) 長寿・健康増進事業費等

573
96.8%

(高額医療費負担金含む) (国庫） (高額医療費負担金含む) 負担金 負担金

6,920

(D) 市町村 (L) 保険料 (G) 保険基盤安定負担金等

629 (県3/4 市町村1/4)
23.6% 6.7% 7.9% 7.5% 40.0% 9.1%

平成２９年度 埼玉県後期高齢者医療費等に係る歳入歳出決算の概要
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